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幼稚園就園 5歳児の生活経験と身体活動量

0三浦唯敬(東海大学大学院生) 高野仁(東権大学)

I.はじめに

近年、子ども(児童・生徒)について、 f身体を動かすことが少なくなった。j といわれている。厚生

労働省内ま、児童・生徒の身体活動・運動の現状について、次の3点を報告している。 φ生徒・児童にお

ける身体活動最低下、体力の低下、小児肥満の構加、テレビゲームなどの非活動的余暇時間の増加、夜

型生活と生活習償との関連などの問題。②運動を実施する児童・生徒と、しない兇叢・生徒の二樹七。

③身体活動最低下の原因としては、成人同様に交通手段の発達の他、外敵Fの減少やテレど、テレビゲ

ームなどの非活動的に過ごす世輔の増力比

児童・生徒が身体を動かすことが少なくなったことについての報告はあるが、幼児の身体活動につい

ては、数例の報告があるだけで、実態はよくわかっていない。おそらく、兜蜜・生徒と関様に、幼児に

も運動をする子、しない子がいるのではないだ、ろう7J'b

幼児の身体活動に関わる要因には、①家族の関係(親の子育てや教育に関する考え方・殺の年齢・親

の趣味・親の子どもに使える時間・家族構成等)、③本人に関わること(性別・年齢・性格・健康状態(精

神的状況・身体的状況)・食事・醐民・友だち・遊びの技術・おもちゃ・習い事・幼稚園等)、窃居住地

域の環境に関わること借住地域・居住空間・公園・天候・季節等)が考えられる。

身体活動に関わる様々な要国と調達して幼児の生活経験は構成される。起床から就寝までどのように

過ごしているかは幼児によって違い、一日の過ごし方が違えば身桝iIi動最も違う。すなわち、幼児の生

活経験は、身体活動量に関係する。

今回は、研究の第一段階として、幼児の生活経験と身桝舌動の関係、を言出金することを目的とした。呉

体的には、実際に幼児がいつ、どこで、どんな場面で、どのくらい身体を動かしているのかを調べ、幼

児は、いつ活発に体を動かしているのかを明らかにしたし、

豆.関連の研究

1.幼児の生活経験に関する先行研究

武藤ら埠は、 2α)()年と 2∞5年の幼!足の生活時間の比較を、保護者iこ対するアンケート調査により行

い、園児の闘で過ごす時間が長くなってきている、就寝時間が遅くなってきている、磨重量民時間が鐙くな

ってきていることを報告している。淳生労働省劫は、子どもの生活の状況を、児童館や児霊童公濁で遊ぶ子

i念、全体の約 8割おり、 f同い年の子j、「大人(親、祖父母等)J と遊ぶ子は全体の約9割おり、習い事

をしている子は半数以上と報告している。

生活経験に関する先行研究は、保護者等に対するアンケート諦査が主であった。アンケ…ト調査は、

起床時刻々就寝持刻など、生活行動ごとの時刻や時間の囲答を求めているため、 1自の生活の継続した時

間の流れの中でどのように推移しているかを捉えるには限界がある。

2.幼児の身体活動量に欝する先行研究

神奈川県教育委員会の報併によると、 50%以上の保護者が子どもとの運動甑Fをほ週間に 1間以上j

しており、運動関連の習い事をしている幼児ペ楳襲替と週 1回以上の運動遊びをしている幼児の遂動の

運動能力は商し暢向にある。逸見ら θは、幼児の醐民と身体活動の関係について、輔部許喝の長い幼児は、

騨民時間の短い幼児に比べて 1Sの歩数が有意に多く、走行待問が有意に長いことを報告している。ま

た、幼児の身体活動量について、一軸加速度計を用いた報告@もあるが、身体活動量を生活のj耐もとあわ

せて誕線した先行研究はなしL

子どもたちが、しり、どこで、どのくらい、身体を動かしているかという身体汚動量を知るためには、

生活の流れのやで測る必要がある。
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m.研究の際的と方法

1.砂視の陸的

研究の目的は、幼稚園就国 5歳兜は、いつ、どこで、活発に身体を動かしているかを明らかにするこ

とである。

2.砂械の方法

幼稚園就関 5歳児を対象に、生活経験競査と身体活動最の測定によりデータを収集し、特徴を言訟金す

る。

(1)生括経験に関する調査

持政放送文作知究所の国民生活時間調査時で用いられた生活時間調査棄をもとに、幼児の生活に適した

調査用紙を作成し、保護者に7日間の生活経験の託滋を依頼する。

幼稚闘での活動は、クラスの叙任教諭に教育活動の言機を依頼する。

(2)身体活動量の測定

身体汚動最の測定は、(株)スズケン社製の生活習慣融機 fライフコ}ダ聞を跡、る。対象となる

幼児に、起床から就寝までライフコーダEXを装着させ、全員同ーの連続7日間測定をする。

ライフコーダ協は、加速時計を内蔵しており、11=1ごとの総消費量(総エネルギー消費齢、運動最(運

動エネルギー劃の測定が可能である。また、運動強度を 10段階(強度O~9) に算出し、記憶ができ

る。強度0は「安静J、強度 1~3は「低強度(樹子)J、強度4~6は f中強度(速歩)J、強度 7~9は

f高強度(強い運動)Jの4段階に初当し、 2分間の最頻値を 4段階の身体活動レベルとして、 6週間分

の記憶ができる。

このライブコーダを用いた身体活動量の測定は、角南ら暗により測定結果の妥当性について報fきがされ

ている。

W.調獲の実際

1.調資の対象と郷関

東京都内にある S幼稚園の就圏5歳児、合計20名(出席番新般の男児 18名、女児2名)を調室対象

とした。なお、対象となる幼児の遜属する幼稚園及び保護者に、研究の趣旨説明を十分に行なった上で

実施をした。調査記録の回収は、体調不良により欠席が続いた男児 1名を除く 19名(95%)から記録安得

られた。

調査の期間は、 2∞8年 9 月 16 日伊く)から 9~2213 (月)までの連続した7日間で行った。この時

期は、 2学期の始業式が9月5日(金)にあり、 9月8日(月)の普通保育開始から 2週闘にあたる。ラ

イブコーダ猷は、 9月 1613 ωく)の槻候閣議箇時に叙任教諭により装着告と開始し、 9~ 22日(月)の

幼稚園降園時に担任教諭により回収した。

2.集計と分析

データ数カゆないため、統言始句な分析は平均{直と標準緩羨を求めることにとどめ、ライフコ}ダEXに

言合録された 113の総消費量(まcal)と習い事との関係を比較した。ライブコーダ肢で得られたデータは、

回Vファイルとしてパソコンで読み込みエクセノレて集計した。また、ライフコーダEXに記諒された運動

強度が4~6 (速歩)と 7~9 (強い運動)を示した活動について、生活経験調査で得られたデータと

あわせて分析した。

V.結果

1. 1日の身体活動議について

図11立、対象者の 113ごとの総消費量である。ライフコーダ取の装着忘れやスイミングペ唆1躍などを

するためにライフコーダ棋を外した尽の言改奈は除外した。 8月 1613と9月2213は、ライフコーダ邸の

装着開始と回収の日であったため、雨日の言議議も除外した。

図21ま、対象者の 1日平均の総消費量である。最大値は 1，472れがトで、最イイ直は 1，075かがト、平

均値が 1，230.5キロカロト、襟準偏差は107.2れがトだった。



図11臼ごとの総鴻費量
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表1 1日平均の総消費量と習い事の際係

18平均の
溜い事.鳩費量

NAME (Kc.O 91目、武 9/17 (車 9/18(不 9ノ19(11 9/20 9/21(6 

K.R! 1.412 l組箔軍軍事 ヲ克明 i量預曹胃 輪車悔事量ーー曹 i轟寝鞍宵 通信曹洞

A.K 1.372 .，.，急伊 公文の宿題 'tヲb- ザ沼ヲ書お目デ 公文の宿姐

U.K 1.359 体操教室 公文の宿題

H.H 1.353 幼児薮]!' ，，~費曇揖睡車 集会話敏童 集会話鍍室

S. M 1.327 誌面rf重重 集会話敏童

K.τ 1.275 
選議克信司教E盟膏E 

通信叡胃 轟量..量量瞳曹 且{t;.t-，量・.曹

H.S 1.264 !扇克司監]!' 幼箆教護 幼児教室

曜塁K.R 1.226 
閣閣克児議覇軍.-主幼主95Z教y室一一一 蘭幼議究一教一室

γA  1.225 剣道

fOR H 日実;主6施滋養
幼蓋膏児教薮膏室

|繍児教室 音量陸教室

O. Sy 1.191 直'量亘書ー.膏 轟慣軍胃 通信教育 温信事胃

1. H 1.171 音楽教窓 揮標覇軍i務栗覧駒薮宣軍E K.S 1.171 rt'系教室。Si 1.136 

F. K 1.121 ザヲカ』 サヲ刀 'tヲ主ー ザヲカ

O. Hi 1.110 公文の宿麗 公文の宿圃 幼児教室 公文の宿圃 公文の宿盟

I.A 1.107 通沼教曹 槽茸・車量置量曹 幼児教室

M.K 1.075 

2.習い事について
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19名のうち 17名がなんらかの習い事をしており、 3日以上通っていた。表1は、 1日平均の総消費量

と習い事の関係、を、総消費震の高い!領に並べたものである。サッカーや体操など、身体を動かす内容の

教室に通っている子どもの総消費量が高いことがうかがわれる。

3.活発に身体安動かしている特について

関 3は、運動強度が4以上を記録した活動時間を加算し、すごした時安幼稚園在留時、自宅内にいる

時、自宅外にいる時、移動時に分けてあらわしたものである。なお、図の右叙uのま.Riから LRの8名は、

9 J3 19日(金)Iこ小学校進学面接のため、幼稚園をお休みをしている。運動強度4以上の活動時間の合

計の平時{臨ま414.7分で、最大値は 718分、最ノjイ直は 184分、標準偏差は 143.2分だった。また、幼稚

関在閣時の司王糊複は 119.1分で、最大{直が 166分、最イ、植は 56分、標準備差は 31.5分だった。活発に

体を動かしている時間の合計には、個人差がうかがえる。しかし、活動時間の長い子も短い子も、幼稚

園ではある程度同じように活発に体を動かしているとみることができる。

図 4Iま、幼稚爵在顕中に運動強度4以上をま識した活動について、全体活動時と自由時間活動時に

分けてあらわしたものである。全体活動時の平均臨ま74.3分、最大{齢S98分、最ノN酎S44分、標準偏

差が 16.3分だった。自由時間活動時の平均値は44.7分、最大値が 78分、最/川齢q2分、標準備葉が

17.8分だった全体活動は、子どもたち全員に身体を動かす機会合提供しているものと考えられる。



関3護動強度4以上の活動跨腐の合計
際4幼ffI幽苦E箇中の遷動強/14以上の活動詩書官
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羽.まとめと考察

本研究は、幼稚顕就歯 5歳児が、いつ、どこで、活発に身体を動かしているかを明らかにすることを

目的とした。

1良平均の総消費量は、平均{直が 1，230.5れカロリー、最大{齢'i1，472キロカロトで、最IJ値が 1，075初カロト、

標準備惹は107.2れかトだった。

19名のうち 17名がなんらかの習い事をしており、 3日以上通っていた。サッカーや体操など、身体を

動かす内容の教室に通っている子どもの総消費量が高いことがうカがわれた。

運動強度が4以上の活動暗喝の合計の平均値は414.7分で、最大値は 718分、最/J植は 1税分、標準

備差は 143.2分だった。活発に体を動かしている時間の合計には、個人差がうかがえた。しかし、よく

動いている子もあまり動かない子も、幼稚園ではある程度同じように活発に体を動かしていた。また、

幼稚園での全体活動は、子どもたちが活発に身体を動かす機会を提供していた。

今回の調資は、対象が20名であったため、統言対句な分析をするにはデータが少なかった。今後、さら

に調査を実施し、幼児の生活経験と身体活動量の関係を明らかにした1t'o
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